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HSBC、日本自然保護協会との協働による

森林管理への取り組みへの支援により紺綬褒章を受章

HSBCは日本自然保護協会との協働による、二酸化炭素貯留の環境を改善するための森

林管理への取り組みへの支援により紺綬褒章を受章し、7月 19日（水）に環境省にて褒

状の伝達式が行われました。紺綬褒章は公益のために私財を寄付した、功績が顕著な個人

または団体に授与されるものです。

(左) HSBC カリン・コリン在日支店チーフ・オペレーティング・オフィサー

(右) 環境省白石隆夫自然環境局長

HSBCは気候変動問題に関する戦略の一環として、2021年 5月に気候変動対策に取り組

む企業やプロジェクトへ５年にわたり１億米ドルを気候変動対策パートナーシップの慈善

活動支援のため拠出することを発表しました。

このパートナーシップの下、日本において HSBCは、日本自然保護協会が取り組む赤谷

プロジェクトを支援しています。赤谷プロジェクトは群馬県みなかみ町、新潟県との県境

に広がる、約１万ヘクタール（10km四方）の国有林「赤谷の森」を対象に、地域本来の
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生態系と生物多様性の復元と、持続的な地域づくりを目的として、地域住民や行政機関な

どとの多様な連携（パートナシップ）により取り組みを進めています。

HSBCは今後も、金融に関する専門知識と、各国の現地のパートナーのネットワークが

有する知見と経験を結びつけて気候問題への対応策を強化し、ネット・ゼロ社会の実現に

取り組んでいきます。

注記：

HSBC ホールディングス plc 

HSBCグループの持株会社である HSBCホールディングス plcは英国・ロンドンに本部を置いていま

す。HSBCグループは、世界の 62の国と地域でお客さまにサービスを提供し、2兆 9,900億米ドル

（2023年 3月末現在）の総資産を持つ、世界有数の金融グループです。
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